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　研修旅行でいわき市方面へ。「ア
クアマリンふくしま」では大水槽の
美しさに見とれ、「いわき市石炭化
石館」では炭鉱のようすを体感する
展示にドキドキ。その施設ならでは
のアトラクションに、大人も子ども
も興味津々で楽しんできたそうです。

この日は広場で納涼祭。役員さんら
が汗して焼き鳥や焼きそばも準備

昔ながらの手法を伝承する「からむし織」の
魅力に触れました。工芸博物館の前で

自治会長の
松田常藏さん（深谷）
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カスミソウの産地
として昭和村に視
察に訪れた40年前
と比べたら近代的
になっていたよ

アクアマリンは初め
てだったの。大きな
水槽で見た魚の群
れがきれいで、別世
界でしたね

皆で仲良く
楽しくやれ
たことが良
かったね

　郡山市「ビッグパレットふくしま」
で「浜通りふるさとまつり」に参加し
ました。「今作れるもので会場でも準
備できる料理は」と悩んだ末に出品し
た山菜おこわ。早々に完売する人気ぶ
りでした。おこわは後日、自治会の納
涼祭で住民にも振る舞われました。

　伊達市社会福祉協議会の協
力のもと夏祭りを開催しまし
た。歌手のave（エイブ）さ
んやバルーンアートのみちげ
さん、飯舘民謡同好会のステ
ージもあり、住民の家族や、
伊達方部の借り上げ住宅の皆
さんも一緒に、にぎやかな祭
りのひとときを楽しみました。
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　バスに乗って昭和村
へ研修旅行に出かけま
した。緑のトンネルを
くぐるバスの車窓を眺
めていたら、飯舘村に
戻ったような気持ちに
なったそうです。
　からむし織を紹介す
る「からむし工芸博物
館」を見学し、昭和温
泉でお風呂も楽しみま
した。

　支援と交流が続く山形県川西町
の招きを受け、自治会が当地を訪
問しました。「川西夏まつり」で
は地域の芸能や打ち上げ花火を堪
能し、翌日は色とりどりのダリア
が咲く「川西ダリア園」や古民家
のそば店へ。川西町の多彩な魅力
を味わう旅となりました。

　村社会福祉協議会の「コケ
盆栽」講座に挑戦しました。
福島市の花店「花時計」の古
川英子さんが講師です。講師
の説明を聞きながら、土台と
なる丸めた土に水ゴケを巻き
付けて固定。リュウノヒゲと
南天のやさしい緑が揺れる

「コケ盆栽」を１人１つずつ
完成させました。

最高でした。村に戻っ
てお祭りができるよう
になったら、お世話に
なった伊達市の皆さん
を招待したいです
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花火の時は、ふだん
出せない大声で歓声
をあげて楽しみまし
た。どこもとても良
かった。感激です
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植木はやったこ
とがありました
が、これは初め
て作りました。
楽しかったですね


